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i600 および i1800 シリーズスキャナ用薄紙専用フィーダは、用紙重量が 25～75 g/m2（7～20 ポンド）の紙を給紙す

るためのフィーダです。このキットには次の部品が含まれています。フィードモジュール、セパレーションローラ、

プリセパレーションパッド、セパレーションローラおよびフィードモジュール奥部用交換タイヤ、フィードモジュー

ルの手前部用交換タイヤ。 

重要：フィードモジュールタイヤとセパレーションローラタイヤの交換はできません。タイヤが入っている袋のラ
ベルを見て、使用するタイヤを確認してください。 

この文書では、フィードモジュール、セパレーションローラ、交換タイヤおよびプリセパレーションパッドを交換す

る手順について説明します。 

注記：次の写真はスキャナモデルによって若干異なる場合があります。 

 

フィードモジュールおよびタイヤ 
フィードモジュールの交換 

1. 出力トレイを取り外し、プリンタアクセスカバーを

開け、ポッドを開けます。 

2. リリースレバーを押し下げて位置を固定し、フィー

ドモジュールを解放します。 

 
3. フィードモジュールを取り外します。 

新しいフィードモジュールを取り付けるには、次の手順

に従います。 

1. ピンの位置を合わせ、リリースレバーを押し上げて

固定し、フィードモジュールを取り付けます。フィ

ードモジュールを取り付け、しっかりと固定されて

自由に移動できることを確認します。  

 
2. ポッドとプリンタアクセスカバーを閉めて、出力ト

レイを取り付けます。 

フィードモジュールタイヤの交換 
1. フィードモジュールを取り外します。 

2. 片方の手で両サイドの固定タブを押し、もう一方の

手で下側のカバーを押さえ、上側のカバーを引き上

げてローラから離します。  

 
3. 一方のコアアセンブリを取り外します。 

4. タイヤを軸からずらして外し、各タイヤを交換 
します。 

 
 

これらの

部分を合

わせます 



 

5. 新しいタイヤをゆっくり引き伸ばして、コアに取り

付けます。 

 
重要：タイヤを引き伸ばし過ぎないでください。 

ちぎれる場合があります。 

6. フィードモジュールにコアアセンブリを取り付け 
ます。 

7. 手順 3～6 を繰り返して、別のコアアセンブリのタ

イヤを交換します。 

8. 上側のカバーのタブを下側のカバーの溝に合わせ 
ます。 

 
9. 所定の位置にカチッと収まるまで、上下のカバーを

同時に押します。 

10. ピンの位置を合わせてフィードモジュールを取り付

け位置に挿入します。 

セパレーションローラおよびタイヤ 
セパレーションローラの交換 
1. ポッドを開けます。 

2. セパレーションパッドホルダーを手前に引き、 
セパレーションローラを取り外します。 

 

次の手順に従って、新品のセパレーションローラを取り

付けます。 
3. セパレーションパッドホルダを手前に引き、新しいセ

パレーションローラを挿入します。セパレーション

ローラの溝とホルダをぴったりと合わせてください。 

 
4. セパレーションローラホルダを所定の位置に戻し入

れ、ポッドを閉めます。  
セパレーションローラタイヤの交換 
1. 前述の手順に従って、セパレーションローラを取り

外します。 
2. タイヤを軸からずらして外し、各タイヤを交換し 

ます。 
3. 新しいタイヤをゆっくり引き伸ばして、コアに取り

付けます。 
重要：タイヤを引き伸ばし過ぎないでください。 

ちぎれる場合があります。 
4. 前述の手順に従って、セパレーションローラを取り

付けます。 

プリセパレーションパッドの交換 
原稿の重送の頻度が増えてきた場合は、プリセパレーシ

ョンパッドを交換してください。 

1. ポッドを開けます。  
2. プリセパレーションパッドを取り外します。 

 

3. 新しいプリセパレーションパッドを取り付けます。

所定の位置にカチッと収めてください。 



フィードモジュールタイヤおよびセパ

レーションローラタイヤの清掃 
以下に示すクリーニング手順は、毎日実施する必要があ

ります。処理枚数と原稿の種類によっては、クリーニン

グをより頻繁に実施する必要があります。フィードモジ

ュールタイヤとセパレーションローラタイヤを毎日クリ

ーニングすることで、インク、トナー、ほこり、および

用紙の汚染物がローラに堆積するのを防止し、フィード

時に原稿が分離されやすくなります。 

最適な清掃効果を得るために、ローラクリーニングパッ

ドの使用をお勧めします。 

詳しい手順および図については、前述のフィードモジュ

ールおよびセパレーションローラへのアクセスおよび交

換の項を参照してください。 

フィードモジュールタイヤ： 

1. フィードモジュールを取り外します。 

2. フィードモジュールタイヤを回転させて、ローラク

リーニングパッドで拭いてください。タイヤからす

べての堆積物が除去されるまで、クリーニングを行

います。タイヤに溝がある場合は、溝の間にあるゴ

ミを取り除くために溝に沿って拭きます。 

.  

3. 乾燥した糸くずの出ない布でタイヤを拭き、乾燥さ

せます。 

4. フィードモジュールを再び取り付けます。 

 
セパレーションローラタイヤ： 

1. セパレーションローラを取り外します。 

2. セパレーションローラタイヤを回転させて、ローラ

クリーニングパッドで拭いてください。タイヤから

すべての堆積物が除去されるまで、クリーニングを

行います。 

重要： ローラクリーニングパッドには、目に刺激を
与える可能性のあるラウリル硫酸エーテルナ
トリウム、およびケイ酸ナトリウムが含まれ
ています。詳細については、MSDS（製品安
全データシート）を参照してください。 

3. 乾燥した糸くずの出ない布でタイヤを拭き、乾燥さ

せます。 

4. セパレーションローラを取り付けます。 
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